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１．前回の会議での審議事項

１対 岸 景 流 軸 景

①転落防止柵は縦桟とする

③操作機器類の色はダークグレーとする

①転落防止柵のデザイン
・操作台上に設置される開閉装置，操作盤，転落防止柵等が煩雑な印象を与える懸念

があるため，転落防止柵のデザインをシンプルな縦桟形式とする。
②ゲート扉体の配色

・操作機器類等の色と調和し、時間の経過とともに落ち着いた風合いになるため、
ゲート扉体の色をステンレス鋼材の地の色とする。

③操作機器類等の配色
・操作機器類や転落防止柵は周辺の風景に合わせたダークグレーとし，その風合いに

ついて、今回（第7回）の会議で決定する。（色見本を作成し比較）

第６回提示案 第６回提示案
②扉体はステンレス鋼材の地の色とする



２．操作機器類等の配色について

２対 岸 景 流 軸 景

操作機器類等の配色の検討
・景観に配慮した防護柵の整備ガイドラインにおける基本色をもとに計５色を比較対象

とする。

※下のフォトモンタージュでは、
①操作機器類等を景観に配慮した防護柵の整備ガイドラインのダークグレー

(10YR4.0/0.5)としている。
②ゲート扉体の色はステンレス鋼材の地の色としている。



３

〈参考〉操作機器類の配色 比較表

配色決定における検討事項
・景観に配慮した防護柵整備ガイドラインでは、グレー系として２色(ダークグレー、

グレーベージュ)の候補が提示されている。
・ガイドラインのグレー系２色と明度を変えたもの３色の合計５色を比較する。
・前回会議時に、景観ガイドラインのダークブラウン(明度２～３)を提示し、圧迫感

があるとの意見があったため、明度４以上を比較対象する。

景観に配慮した防護柵整備ガイドライン
基本色彩

2005年度 C版 色見本
（参考）

アドバイザー会議
提示

CN-40
N4

N4

ダークグレー(濃灰色)
10YR3.0～4.0/0.25～0.5程度

C19-40B
10YR4/1

10YR4.0/0.5

CN-50
N5

N5

グレーベージュ(薄灰茶色)
10YR6.0/ 1.0～1.5程度

C19-60B
10YR6/1

10YR6.0/1.0

CN70
N7

N7



❏コンクリート表面仕上げの方法について（向島川樋門）
前回（第６回）アドバイザー会議にて、「コンクリート表面仕上げは洗い出し仕上げと

する」と説明した。
しかし、本樋門の様に、高さの高い構造物においては、コンクリート打設後、短期間で

の脱型は、コンクリートの品質上困難であることから、表面処理方法の見直しを行う。

コンクリート表面処理の比較
第６回 大橋川景観アドバイザー会議資料より抜粋（コンクリート表面処理の比較表）

３．コンクリート表面仕上げ方法の見直し

４



❏化粧型枠（縦リブ）を採用する。
・縦リブにより構造物に引き締まった

印象を与える。
・陰影により壁面の明度を抑える。 化粧型枠のイメージ

３．コンクリート表面仕上げ方法の見直し

５


